
 

 

（様式５）         令和２年度  教職大学院派遣研修 研究報告書 

キーワード：グローバル人材育成 国際バカロレア教育 和歌 本歌取り 

 

１ 研究の背景（目的）・主題設定の理由等 

現在、我が国の教育において、グローバル人材の

育成が課題となっている。平成 28 年の中央教育審

議会の答申では、グローバル人材の資質・能力につ

いて「古典や歴史、芸術の学習等を通じて、日本人

として大切にしてきた文化を積極的に享受し、我が

国の伝統や文化を語り継承していけるようにする

こと、様々な国や地域について学ぶことを通じて、

文化や考え方の多様性を理解し、多様な人々と協働

していくことができるようにすることなどが重要

である。」と指摘しており、グローバル人材の育成に

は、初等中等教育を通じた外国語教育だけでなく、

我が国の伝統的な言語文化を扱う古典教育も含ま

れると考えられることが示唆されている。特に、国

際的な文化交流の際の対話力等に関しては、単に外

国語を使いこなせるだけでなく、伝えるべき中身が

あるかどうかということや、伝統的な文化が自己の

アイデンティティーとどのように関連付けて捉え

られているかということが重要になると考えられる。 

本研究では、グローバル人材育成のために古典教

育が果たすべき役割について論じるとともに、国際

バカロレア教育の理念と学習のアプローチを援用

して、古典教育において育成すべきコンピテンシー

を明らかにした上で、和歌教材による学びを提案す

ることを目的とする。 

 

２ 研究の方法 

 (1) グローバル人材の育成 

グローバル人材の育成において古典で育成す

べき資質・能力について明らかにした上で、国際

的な視野の育成やアイデンティティーの育成に

おける国際バカロレア教育の理念、学習のアプロ

ーチの援用の具体的な方法について述べる。 

 (2) 伝統的な言語文化の継承と創造について 

伝統的な言語文化とは何かということについ

て考察し、古典作品や古典教材解釈のカノン化の

現状を踏まえて、伝統的な言語文化を継承し、新

たな言語文化を創造するための学びの方略につ

いて論じる。 

 

  

 

(3) 和歌教材の研究について 

古典の中でも和歌教材を学習する意義につい

て明らかにするとともに、和歌のテクスト解釈の

方略について述べ、和歌の探究的な学びや本歌取

りの和歌創作によって、グローバル人材育成のた

めのコンピテンシーをどのように育成するかに

ついて論じる。 

 (4) 授業実践の提案等 

上記で論じた内容に関わる学習指導案を提示

することにより授業実践の提案を行い、成果と課

題について分析する。 

 

３ 研究の結果 

まず、グローバル人材の育成において古典教育が

育むべき資質・能力を「異文化に対する理解と日本

人のアイデンティティー」と措定した上で、これま

で古典教育において行われてきた「我が国」の伝統

として古典を位置付けるといった意識を一旦棚上

げすることによって、世界の多文化の一つとしてグ

ローバルな文脈で古典を捉える学びとすることに

ついて論じた。また、そのために、国際バカロレア

教育の手法を援用し、アイデンティティーや文化と

いった概念理解を促す古典教育を実施することの

重要性について言及した。そして、異文化理解を促

すための方略として、本歌取りの和歌創作を行うこ

とにより、伝統的な言語文化を自己のアイデンティ

ティーと関連付けることができ、異文化を尊重する

態度や異文化を理解しようとする資質・能力が育成

され、ひいてはグローバル人材の育成に寄与するこ

とができるということについて明らかにした。 

次に、伝統的な言語文化の学びとは何かというこ

とについて、学習指導要領解説を基に定義付けを行

い、①単語レベルでの内包的意味の理解、②言語運

用上のコノテーションの学習、③文学芸術としての

古典学習の三つにまとめた。また、古典のカノンと

いうことについて先行研究を調査するとともに、カ

ノン化の現状を古典教材並びに古典教材解釈の両

面から明らかにした。その上で、学習者が上記の三

つの学びを実現するために、和歌の本歌取りの創作
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を行うことの意義について明らかにした。また、古

典を「読むこと」の意義について、古典のテクスト

を探究する学びの必要性を説き、探究によって獲得

した概念や世界観を用いて現代の世界を眺め、新た

な文化的価値を創造していくこと、すなわち、古典

のパラダイムを学ぶことによって、現代におけるパ

ラダイムを明らかにした。新たな世界観の構築につ

なげることができる点に、現代文ではなく、古典を

学ぶ意義を見いだすことができるということを論

証した。 

さらに、学習指導要領において和歌の修辞や文語

による創作の学びが求められていることを受けて、

近代短歌との比較から、コンテクストを探究する和

歌教材を使用した学びの必要性を明らかにした。そ

の方略として、コードを付して焦点化する読みやコ

ンテクストとコードとの両面において補完的に読

み解く学びの可能性に言及した。また、古典のテク

ストにおけるコノテーションについて解釈するこ

とが、現代社会の「解釈共同体」の「状況」を知る

ことや、解釈する学習者の「状況」をも反映するも

のであることを明らかにした。その上で、本歌取り

の和歌を創作することは、古人の「心」を探究し、

学習者のうちに生じた新たな「心」を歌として創造

し記述することによって、学習者のアイデンティテ

ィーを「垂直的布置」から捉える視点を獲得するこ

とができ、これまでとは異なる視点で世界を眺める

ことを可能にするということを明らかにした。そし

て、自己と現代文化とをメタ的に捉えることで、異

文化理解を可能にする資質・能力が育まれるととも

に、「よりよく生きる」ことを可能にする世界の創造

に寄与するということについて論証した。 

 

４ 研究の考察 

古典教育は決して単なる過去の遺物を押し戴い

て学ぶものではなく、現代の学習者が古典を探究し

意味付ける過程で新たな世界観を獲得し、現代にお

けるより良い世界の創造に寄与する資質・能力を育

むことができる学びである。また、古典研究は埃を

かぶったテクストを扱う学問ではなく、現代のパラ

ダイムを変革することをも可能にする価値の凝縮

された宝の山ともいえる古典のテクストから、新た

な現代的価値を発掘する学問であるということに

言及した。 

今回論じた和歌の探究的な学びや本歌取りの和

歌創作の学びは、平成30年告示の「高等学校学習指

導要領」における国語の新教科「古典探究」にて、

探究的な学びや創作を主とした学びの方法として

活用することができるのではないかと思われる。特

に、高等学校の段階では、授業内における生徒の発

言などがかなり限定的であると考えられるため、新

教科においても、授業者と学習者との双方向の学び

が実現しにくい環境となることが予想される。その

ため、今回提案した探究的な学びの方略や創造を主

とした学びの方略を授業計画の中に取り入れるこ

とにより、「主体的・対話的で深い学び」の視点から

の授業改善に貢献することができるのではないか

と考える。 

また、本研究のテーマであるグローバル人材の育

成という観点で古典教育を考えることによって、こ

れまで、外国語教育に特化して考えられていた国際

理解教育の枠組を広く捉えることができ、現在の多

文化共生社会に対応した資質・能力を育成する教育

が実現されると考えられるのではないだろうか。 

加えて、今回論証した古典教育や古典研究の意義

が、高等学校の段階の生徒の古典嫌いの解消や、現

代的価値に重きを置く現代の思考を変容させ、改め

て古典的価値を考える契機となり、ひいては未来的

価値ということに目を向けることを促すための一

助となることを希望している。 

 

５ 今後の展望 

今年度は、昨年度末から続く新型コロナウイルス

感染症の感染拡大という社会「状況」にあり、当初

予定していた授業時数を確保することができなか

った。そのため、授業実践の大部分を学習指導案と

いう形で提案することとした。また、実施すること

ができた授業実践についても、研究実施校の実情に

合わせて、授業の実施時期を 12 月の学期末考査後

の比較的時間の都合のつく期間とし、授業時間数に

ついても、当初の予定から時間数を大幅に削減し、

40分授業×２コマ（10分休憩を挟んだ連続授業）の

実践とした。そのため、２コマ計 80分間で収まる授

業案を考え、本論稿の中心的な内容に当たる本歌取

りの和歌の創作に焦点を絞った授業展開となって

いる。 

本来であれば、事前調査・単元指導案に沿った授

業の実践・授業経過ごとの調査・事後調査といった

ように、詳細なデータを取り、分析しなければ、学

習者の変容を捉えて成果を検証することはできな

い。そのため、今後、学校現場における授業実践の

中で本歌取りの和歌創作の学習による成果を検証

していくことが課題である。 


